
　子
ど
も
の
貧
困
率
と
は
、国
民
の
平

均
所
得
の
半
分
を
下
回
る
所
得
で
暮

ら
す
、18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
割
合
を

指
し
ま
す
。平
成
27
年
11
月
に
県
が
実

施
し
た
調
査
に
お
け
る
沖
縄
県
の
子

ど
も
の
貧
困
率
は
、29
・
９
％
で
、全
国

の
16
・
３
％（
平
成
24
年
）と
比
較
す
る

と
１
・
８
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
の
貧
困
は
、不
登
校
や
非
行
、

健
康
状
態
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
教
育
不

足
を
も
た
ら
し
、そ
の
子
ど
も
も
ま
た

大
人
に
な
っ
て
貧
困
に
陥
る
、と
い
う

貧
困
の
連
鎖
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、生
活
支
援
や
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
児
童
自
立
支

援
員
が
家
庭
訪
問
や
学
校
訪
問
な
ど

を
通
じ
て
支
援
対
象
者
の
具
体
的
な
家

庭
環
境･

生
活
状
況
を
把
握
し
、一
人
ひ

と
り
が
能
力
に
応
じ
た
適
切
な
進
路
に

向
か
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
結
果
、生
活
保
護
世
帯
の
高
校

進
学
率
は
、こ
の
５
年
間
で
14
・
１
ポ

イ
ン
ト
も
伸
び
、特
に
男
子
は
30
・
１

ポ
イ
ン
ト
も
向
上
し
ま
し
た
。平
成
26

年
度
の
生
活
保
護
世
帯
の
高
校
進
学

率
は
、95
・
１
％
で
、那
覇
市
全
体
の
進

学
率
96
・
９
％
と
比
較
し
て
も
大
差
の

な
い
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
な
ど
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。こ
の
取
組

み
は
内
閣
府
の「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊

急
対
策
事
業
」で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、新
た
な
事
業
と
し
て
、今
年

４
月
か
ら「
子
ど
も
寄
添
支
援
員
」を

市
内
17
中
学
校
区
に
配
置
し
ま
し
た
。

学
校
を
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム（
基
盤
）と
位
置
づ
け
、学

校
現
場
・
行
政
・
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
把
握
・
分

析
し
、児
童
生
徒
の
置
か
れ
た
環
境
の

課
題
緩
和
に
取
り
組
み
ま
す
。

　そ
し
て
、不
登
校
な
ど
将
来
的
に
貧

困
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
小
中
学
生
に
、

日
中
の
教
育
的
な
居
場
所
を
確
保
す

る「
む
ぎ
ほ
学
級
」（
自
立
支
援
教
室
）

を
開
設
。学
習
支
援
の
ほ
か
、児
童
生

徒
と
一
緒
に
献
立
を
決
め
る
調
理
実
習

や
、野
菜
の
苗
植
え
な
ど
の
農
業
体
験
、

ビ
ー
チ
や
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
、学
校
や
社
会
へ
の
適
応

の
促
進
お
よ
び
将
来
の
社
会
的
自
立
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　今
後
は
、無
料
ま
た
は
格
安
で
食
事

を
提
供
す
る「
こ
ど
も
食
堂
」を
は
じ

め
、学
習
支
援
、不
登
校
・
引
き
こ
も
り

支
援
、就
労
支
援
等
に
取
り
組
む
民
間

団
体
へ
の
業
務
委
託
や
補
助
金
交
付

を
と
お
し
て
、子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
や
そ
の
運
営
を
支
援
す
る
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
の
将
来
が
、生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、ま
た
、貧
困
の
状
況
が
世
代
を
超
え

て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、市
で
は
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
い
た
い
！ 

幹
子
や
い
び
～
ん

は
い
た
い
！ 

幹
子
や
い
び
～
ん

市長室

平
和
を
考
え
る

平
和
を
考
え
る

主な紙面
● 

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
〜
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
取
組
み
〜 

・
1

● 

津
波
避
難
ビ
ル
完
成
／
熊
本
地
震
活
動
報
告 

・・・・・・・・・・・・・・
2

● 

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
／
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）／
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金 

・
3

● 

情
報
パ
ッ
ク 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4
〜
7

● 

博
物
館
ト
ピ
ッ
ク
ス
／
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

・・・・・・・・・・・・
8

沖
縄
県
は
全
国
の
１
・
８
倍

学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り

今
後
の
取
組
み

　平成18年7月、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）が、日
本の子どもの貧困率の上昇などを報告して以降、日
本でも、子どもの貧困問題への注目が高まりました。
　国では平成26年1月に「子どもの貧困対策の推進
に関する法律」が施行され、沖縄県でも「沖縄県子ど
もの貧困対策計画」がまとめられました。本市でも、

「那覇市子どもの貧困対策庁内推進会議」を立ち上
げ、全庁的に情報を共有し、子どもの貧困対策に向
けた取り組みをスタートしました。

～子どもの貧困問題への取組み～～子どもの貧困問題への取組み～

貧困の連鎖を
断ち切るために
貧困の連鎖を
断ち切るために

　市
制
施
行
95
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
琉
球
朝
日
放
送

開
局
20
周
年
記
念
「
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ

　ゲ
ル
ニ
カ
（
タ

ピ
ス
リ
）
沖
縄
特
別
展
」
の
開
催
に
併
せ
て
、
去
る
4
月

9
日
、
平
和
を
考
え
る
機
会
と
し
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

ゲ
ル
ニ
カ
に
よ
せ
て
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
ゲ
ル
ニ

カ
」
は
、
1
9
3
7
年
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
ス
ペ
イ
ン

の
小
さ
な
町
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
を
無
差
別
爆
撃
し
た
こ
と
を

主
題
と
し
た
作
品
で
す
。

　1
9
4
4
年
10
月
10
日
、
那
覇
市
で
は
い
わ
ゆ
る
10
・

10
空
襲
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
に
よ
る
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
無
差
別
爆
撃
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
に
始
ま
っ
た
沖
縄
戦

で
は
、
首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
文
化
財
が
失
わ

れ
、
町
は
瓦
礫
の
山
に
変
わ
り
、
20
万
人
以
上
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　反
戦
と
平
和
を
希
求
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
描
か
れ
た

ゲ
ル
ニ
カ
の
精
神
と
悲
惨
な
沖
縄
戦
を
体
験
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
へ
の
強
い
意
志
を
持
つ
那
覇
市
民
、
沖
縄
県
民

の
心
は
、
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　6
月
23
日
は
慰
霊
の
日
で
す
。
私
た
ち
は
愚
か
な
戦
争

を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
戦
禍
で
亡
く
な
ら
れ

た
御
霊
に
誓
い
、
恒
久
平
和
へ
の
強
い
願
い
を
こ
の
那
覇

市
か
ら
世
界
の
人
々
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
決

意
し
ま
す
。

那
覇
市
長  

城
間
幹
子

一人ひとりの状況に合わせて教材・課題を用意し
個別に学習指導を行う

昨年は自主性や社会性、協調性を育てるために、
生徒自ら企画・運営してキャンプ合宿を実施

学
習
支
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に
つ
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那覇市

学校のプラットフォーム化
（社会と家庭と行政をつなぐ要）
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☎（代表）867-0111

市の人口と世帯
　　　　　※（　）内はうち外国人
2016（平成 28）年 4月末現在

総人口  323,586（3,626）
男
女

156,864（2,054）
166,722（1,572）

世帯数  147,909（2,434）
6月
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